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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

安
曇
野
交
通
安
全
協
会
で
は
、運
転

免
許
更
新
者
を
対
象
に
特
定
任
意
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
を
受
け
る
と
、更
新
時
の
講

習
は
免
除
さ
れ
ま
す
。な
お
、優
良
運
転

者
は
受
講
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
木
）　

午
後
7
時
～
9
時
（
受
付
時
間
は
午

後
6
時
30
分
か
ら
7
時
）

●
場
所　

穂
高
会
館
第
2
会
議
室

●
対
象
者　

12
月
7
日
か
ら
平
成
25
年

6
月
6
日
ま
で
の
間
に
運
転
免
許
を

更
新
す
る
人

※
70
歳
以
上
の
人
・
更
新
時
に
70
歳
に

な
る
人
は
、
別
講
習
が
必
要
な
た
め

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
講
料　

１
５
０
０
円　

※
お
つ
り

の
い
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

運
転
免
許
証
・
筆
記
用
具

●
問
い
合
わ
せ
先　

安
曇
野
交
通
安
全

協
会　
（
72
・
２
２
６
３
）

市
議
会
12
月
定
例
会
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
や
委
員
会

な
ど
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本

会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
試
験
的
に
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

な
お
、
会
期
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
会
期　

11
月
30
日
（
金
）

　

～
12
月
19
日
（
水
）（
予
定
）　

●
時
間　

午
前
10
時
開
会

●
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
3
階
）

介
護
食
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
や
家
庭

料
理
か
ら
作
り
変
え
る
工
夫
な
ど
、
家

庭
で
役
立
つ
介
護
食
の
お
話
し
を
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
4
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

大や
ま
と和
純じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん
（
穂
高
病
院

管
理
栄
養
士
）

●
対
象　

介
護
者
お
よ
び
介
護
に
関
心

を
お
持
ち
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
26
日
（
月
）
か
ら

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付

時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
）

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

市
で
は
、
民
事
法
務
協
会
の
協
力
に

よ
り
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
金
の
管

理
や
契
約
な
ど
に
不
安
の
あ
る
人
、
認

知
症
や
障
害
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不

安
が
あ
る
人
、
ま
た
、
そ
の
ご
家
族
の

皆
さ
ん
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み　

12
月
7
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
15
分
）

借
金
問
題
に
、
１
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。借
金
問
題
で
お
困
り
の
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
相
談
窓
口
へ
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
12
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
松
本
商
工
会
館
１
階
）

●
申
し
込
み　

面
接
は
予
約
制
で
す
。

11
月
26
日
（
月
）
か
ら
松
本
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
35･

１
５
５
６
）へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
の
不
動
産
の
権
利
登
記
や
、会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど

の
登
記
、
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
な
ど
、関
連
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
6
日
（
木
）
午
前
9
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

11
月
29
日
（
木
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

問
穂
生
活
環
境
課
消
費
生
活
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）

市
議
会
12
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71･

２
１
５
６ 

71･

２
１
５
０
）

運
転
免
許
更
新　

特
定
任
意
講
習
会

問
穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

会

議

習

講

談

相人権と男女共同参画
市男女共同参画コミュニケーター

青栁のり子

人 権 コ ラ ム

安曇野市男女共同参画計画は、平成 20 年に
策定、翌年に推進条例が制定されました。この
計画を踏まえて、皆さんの自治会では何か変化
がありましたか？

市民の意識調査によると、男女が平等でない
と感じられる分野に「社会通念・慣行・しきたり」
が挙げられています。少しずつは改善されてき
ていますが、男女の人権の尊重と平等に向けて、
この「社会制度・慣行」について意識改革と見
直しをすることが、大きな目標の一つです。

安曇野の女性たちは、豊かな地域性を生かし、
慣習に縛られない新しい分野の先導者となり、
一人の人間として、生き生きと活躍しています。
このような時代背景の中、家庭での男女共同参
画は認識されるようになりました。共同参画計
画の理念を踏まえ、地域社会においても推進さ
れなければなりません。

そこで求められるのは、女性自身の参画意識
の改革ではないでしょうか。一歩前へ出なけれ
ば始まらないと女性自身が感じ、行動に移すこ
とです。一人ひとりの意識の変化が共感を呼び、
より多くの女性の意志と行動が集まれば、少し
ずつでも、地域を変えていくことができると思
います。そのわずかな変化の積み重ねが、「社
会通念・慣行・しきたり」の変革にもつながっ
ていくのではないでしょうか。

人権の擁護に配慮できる、自尊心と思いやり
の心を幼児期から養い、観光だけではなく、住
みやすい安曇野として全国にアピールできるよ
う望みます。

介
護
講
習
会
を
開
催

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）


